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「魚釣島に不時着場―日航機遭難者がいよいよ設置―」 

 

【既報】＝昨年二月五日日台航路ダグラス機阿蘇号が魚釣島海岸に不時着した際、奇跡的に

微傷だに負はず無事救助された遭難者十三名が、この奇跡の生還を一生の記念とすべく魚

釣会を組織、去る二月東京で第一回の集ひを催し、そこで魚釣島を買取って同島に不時着場

と遭難記念碑を建てようと話が纏ったが、代表者の一人奈良市東城町糸卸商、平岡栄太郎氏

が来県、島の主、那覇市西本町古賀善次氏を訪れたところ、古賀氏も遭難者らの美しい企て

に共感。さっそく島を調◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯場が設けられるかといふ点であ

ったが、古賀氏はその調査のためこのほど石垣島に赴き、同島の地勢に詳しい石垣島測候所

正木技手につき問合せた結果 魚釣島の東北部海岸に長さ千㍍幅二百㍍の理想的な不時着

候補地があること判明、なほ同島附近は気象的にも特異な地帯であり、不時着場設置の暁は

更に測候所の設置を希望し、正木技手がこの絶海の無人島に永住する覚悟を抱いていると

語ったといふ かくて台北―那覇間七百㌔海洋飛行のコース途中に理想的な不時着◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、かつての遭難者らの美しい企てがいよいよ近く具体化される

はず 

古賀氏の談 不時着場候補地も理想的なところがあるさうだし、また測候所設置の計画も

進められており、実現の暁は内台航空路の安全化に多大の貢献をもたらすものと喜んでい

る、魚釣会の代表者平岡氏は六月中旬ごろさらに具体的打合せのため来県する筈。 


